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皆さん、明けましておめでとうございます。

平素はささゆり作業所並びに家族会の活動にご協力を賜り厚くお礼申し上げます

振り返りますと昨年は本当に大変な年でした。新型コロナウイルス感染症が増加し

ていることをうけて各行事中止となりました。又当日を楽しみにされていた利用者

さん皆様には大変申し訳ありませんでした。コロナウイルスに負けずに元気に過ご

しましょう。皆様のご健康とご多幸をお祈りいたします。本年もどうぞよろしくお

願い申し上げます 家族会長 中谷 清志

謹 賀 新 年

年頭にあたり、皆様方のご健勝とご多幸を祈念いたします。

旧年中は、皆様方のご支援ご協力を賜りありがとうございました。

当作業所でも緊急事態声明の発出に伴い、新型コロナの予防対策として

１職員・ご利用者の体温測定と記録2全室に空気清浄機の設置、送迎車両の換気・

消毒、3密（密閉・密集・密接）にならないようなご利用者・職員配置に加え、3手

洗い・うがい・消毒の徹底・マスクの着用を進め、同時に4来訪者や外出等に対し

ては、大阪府の基準による独自のマニュアルを作成実施してきました。

その様な中、残念ながら対外行事（阪南地区合同運動会や盆踊り大会、バザー、

一日外出等）は中止となり、家族会共催行事も中止のやむなきに至りました。ご利

用者の楽しみや意向を少しでも実現いただけるように、新型コロナを予防しつつ工

夫し館内で、かき氷、たこ焼き等のイベントやクリスマス会、新年互例会等を開催

してきました。

今年は丑年です。年末から年始のコロナ禍にも負けず、また、今年の報酬改定に

も対応できるように、大地を踏みしめて一歩づつ前に進んでいこうと存じます。

ご利用者の安全・安心のためには、施設・事業所、ご家族、行政がしっかりと支

えあっていかねばなりません。関係諸機関、ご家族の皆様昨年にも増して、ご支援、

ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

最後になりましたが、今年が、新型コロナ禍を克服し、ご利用者をはじめとする皆

様方が笑顔であふれるような良き年になりますことを祈念して新年のご挨拶といた

します。

ささゆり作業所 施設長 影山英夫
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今年も12月25日にクリスマス会を行いました。例年とは違い「密」を避けるために、午前と午後の

2部にわけて行いました。音楽クラブの発表では、皆さん手拍子をしたり、「頑張れー」と応援した

り、良い雰囲気で行う事ができました。その後、宝探しゲームを行い、皆さんにサンタとトナカイを

探して頂きました。苦戦される方もおられ、短い時間でしたが盛り上がりました。景品のドーナツ、

サンタさんからのプレゼント、賞与と皆さんいっぱいの袋を覗いて、「やったー」と喜ばれていまし

た。来年は全員一緒にクリスマス会を楽しめるように、日々感染対策に気を付けていきたいと思いま

す。 支援課 奥 陽澄

今年も無事に互礼会をおこなうことができました。密を避ける為にグループ分けをしての実施で

したが、皆さん混乱することなく、参加されました。初詣を終え、午後からの新春ゴーゴー大会で

は上手く、車がゴールできる方もいれば、できない方もおり、大変盛り上がりました。みなさん元

気な姿で通所され、とても良いスタートを切る事ができました。 支援課 庄野達哉

12月中旬、ささゆり作業所の園庭にて焼き芋イベントを実施しました。初めての試みでしたが、

専用の大きなドラム缶の中で焼き、アルミホイルに包まれた安納芋から、甘い香りが周りに広がり、

ホクホク温かく甘く美味しい焼き芋は、作業が多忙な時期でしたが、みなさん癒されたご様子で、

美味しいと好評でした。 支援課 南河 圭


